
こうまつメイト（仮称）活動イメージ（案） 

～地域づくりの担い手を育てる仕組み～ 

■ こうまつメイトとは 

　こうまつメイトは、市民センターと連携しながら地域づくり活動に参画し、将来的には事
業の企画・運営にも関わることを目指す仕組みです。「参画」とは、単に事業へ参加するだ
けでなく、自ら考え、地域づくり活動へ主体的に関わることを意味しています。 

　単なる登録制度ではなく、「地域で実際に活動する人材」を育てていくことを目的として

います。 

■ 活動のイメージ　３つのステップ 

【① 登録メイト】⇒【② 実働メイト】⇒【③ コアメイト】 

【① 登録メイト】まずは登録を行い、市民センター事業や地域づくり活動に関する情報 

共有を受けます。また、登録時に、自身が関わりたい活動分野を選択します。 

〈２つの活動分野〉 

① 情報発信活動 

・市民センターや地域活動に密着した広報活動 

② 事業企画・運営活動 

・地域課題解決の要となる地域交流型事業の運営へ参画 

・子どもの居場所づくり等市民センター活用事業へ参画 

　なお、地域課題は時代や地域状況に応じて変化することから、活動内容を固定化せず、柔

軟な運用を行いながら段階的に活動を広げていくことを想定しています。 

【② 実働メイト】市民センター事業や地域活動に参加しながら、活動経験を積みます。 

〈活動例〉 

● 情報発信活動 

・「こうまつ寺子屋」等の事業を取材し、公民館ブログの記事を作成 

・自治会が実施する清掃活動や地域のお祭り等の地域活動を取材し、地域情報を発信 

● 事業企画・運営活動 

・文化祭、公民館まつり、防災のつどい等への参画 

　　受付補助、会場運営補助、実行委員会の運営を補助 

　　中学生ボランティアと共に運営をサポート 

・放課後手品教室（令和 7 年度実施）、こども料理教室等（令和 8 年度予定） 

　等の子どもの居場所づくり事業への参画 

【③ コアメイト】将来的には事業の企画や運営に主体的に関わることを想定しています。 

・自治会の活動を紹介する小規模な広報誌を自主作成 

・②実働メイトの活動例として示した事業の企画会議へ参加 

・新規の地域交流型事業を企画提案 

・文化祭において、実行委員会や当日運営スタッフの中心的役割を担い、準備段階から

携わる。 

・公民館まつりにおける中学生ボランティアのリーダー 

・こどもの居場所づくり関連事業に講師として参加　など 
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■ 市民センターの支援イメージ 

　市民センターは、メイトが地域づくり活動へ円滑に参画できるよう、活動初期の支援や活

動機会の提供を行います。 

〈例〉 

・実際の事業運営や地域活動へ参加しながら経験を積むことができる活動機会の提供 

・取材及び記事作成等に関する支援 

・事業企画及び運営に関する助言・調整 

・地域活性化伝道師等の外部専門家を招へいした地域づくり研修会の実施 

・必要に応じた講師謝礼の支払い 

■ 制度の考え方 

・まずは既存の公民館事業を活用して「スモールスタート」 

・無理なく段階的に育成 

・市民センターと連携しながら活動 

・将来的な地域の担い手育成を目指す 

■ 市民センター・推進協議会との関係 

■ この制度が目指すもの 

　既存の公民館事業や地区センター事業を通じて、地域活動に関わる人材を育成し、将来的

な地域づくりの担い手につなげていくことを目指しています。 

■ 稼働スケジュール(予定) 

※会員数等の活動量指標に加え、満足度等の成果指標についても協議会の意見を踏まえ設定を検討

 メイト 活動する担い手
 市民センター 活動支援・調整
 推進協議会 方向性の共有・活動状況の確認・活動に対する助言

 
令和 8年６月１９日

第１回会議 

こうまつメイトの正式名称を決定し内容について協議
 

令和８年８月～９月

第２回会議 

こうまつメイト実施要領の最終確認・承認 

※KPI(重要業績評価指標)を設定 

　こうまつメイト会員数　　　　　　　　　　人 

　こうまつメイトの情報発信数　　　　　　　件 

　こうまつメイトと協働事業数　　　　　　　件
 令和８年１０～１１月 こうまつメイト募集・活動開始
 

令和８年１２月
第３回会議 

設定した KPI に対しての経過報告
 

令和９年２月

第４回会議 

諮問に対する答申 

令和８年度の活動報告 

設定した KPI 目標値に対しての達成度　等


